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第122号平成27年6月15日 県民児協だより

　藤沢市民児協は、民児協の
委員相互の研究の場として、広
く識見の向上を計り、積極的な
活動を促すため、日頃の活動
に役立つ情報等を広報紙「藤
沢市民児協だより」として、昭
和54年12月の第1号発行以来、
これまで66号発行してきまし
た。
　現在、市内16地区推薦の男
性4名、女性12名の委員で、概
ね毎月1回編集委員会を開催。
表紙、特集、会議等、記事が一
目で分かり、読む人を引きつけ
る紙面構成となるよう、見出
し、記事のポイント、写真等を
編集し、印刷の完全版下となる
状態まで仕上げます。
　一昨年の第1回編集委員会以
降、12回を経て、一斉改選後初
の第1号（65号）を発行した時
は、編集委員全員が大きな達
成感に包まれました。
　現在、任期まであと2号の発
行に向けて引き続き取り組んで
います。
　また、編集委員会では、日頃
の事業の取り組み等に活発な
情報交換が行われており、地域
の活動に役立っていることと思
います。

　平成27年3月19日（木）、真
鶴町民センターにおいて、認知
症患者が徘徊したことを想定し
た徘徊SOSネットワーク模擬
訓練が行われました。
　真鶴町の人口は約7800人、
そのうち65歳以上の高齢者が
約2900人と県内で高齢化率1
位です。認知症患者が徘徊して
も、町民が見守り、事故なく家
族のもとへ戻れるように地域全
体で支え合うことを目的に、町
と県による県内初の訓練実施
でした。
　今回は赤いジャンパーを着た
３人の町職員が、認知症患者に
扮して町内を歩きました。
　あいにくの雨模様で、商店街
もひっそりとしていましたが、
訓練を知らせる町内放送を聞
いた商店の方、スーパーの駐車
場等で数名の声掛けがありま
した。約１時間の訓練で、町役
場への通報は６件、声掛けは15
件でした。
　今後へ向けて課題もあります
が、多くの人に関心を持ってい
ただき、私たち民生委員もさら
なる協力をしていきたいと思い
ます。

　大磯町では、「民生委員・児
童委員の日」活動強化週間に
合わせて2つの事業を行いまし
た。
　1つ目の事業として、平成24
年度より全委員で実施してい
る、75歳以上の高齢者宅への
個別訪問を行いました。
　今年は、いざという時に役立
つように、緊急時等の連絡先を
記載したリーフレットを民児協
で作成し、訪問時に配布しまし
た。実際に高齢者宅を訪問する
と、お元気で普段あまり関わり
のない方や、家族と同居の方の
近況も確認することができ、と
ても有意義な活動でした。
　2つ目の事業として、多くの
方に民生委員活動を知ってい
ただくために、地図に委員の顔
写真、氏名、活動内容等を記載
したパネルを作成し、今年は、
町役場に展示を行いました。多
くの方に見学していただき、民
生委員活動を知っていただく
良いきっかけになったと思いま
す。
　今後も活動強化週間に合わ
せて、継続的に事業を実施して
いきたいと考えています。

通 信 員 だ よ り

編集を楽しみ、
　　　学び、支えあい

「安心して徘徊できる
　 町づくり」をめざして

「民生委員・児童委員の日」
　活動強化週間の取り組み

通信員　木村　　裕 通信員　志田　澄枝 通信員　佐藤　昭男

楽しく明るい雰囲気の編集委員会 パネル展示の様子（役場1階ロビー）

赤いジャンパーを着た認知症患者役の職員に声がかけられる様子

藤　 沢　 市 真　 鶴　 町 大　 磯　 町

　座間市民児協では、地域に根差した活動に取り組
んでいます。
　座間市第一地区民児協では、40年前から地域の
「さくら祭り」に出店しています。今年は、開催地であ
る1.6Ｋｍの桜並木が老齢の染井吉野から64種の若
木に植え替わり、小さくも生き生きと芽吹いた花々が
私たちを迎えてくれました。私たちは、シンボルカラー

◆座談会　民生委員制度創設100周年にむけて ～未来につなぐ活動へ～
●神奈川県における平成27年度重点的な取り組み
●平成27年度 県民児協 事業計画・予算決まる

の白地に緑字のジャンパーを着て大勢の方 に々リーフ
レットを手渡しながら、民生委員活動を直接伝えるこ
とができました。
　新年度初めには、地区の民生委員が地域の自治会
長にご挨拶に伺い、自治会との連携を進めています。
地域に根差した地道な活動が多くの方の手助けにな
ると考えています。

（座間市民生委員児童委員協議会）

●発行日／平成27年6月15日　●発行人／会長　浅野 朝子　●編集人／広報委員会　●印刷所／有限会社横浜綜合印刷
●発行所／神奈川県民生委員児童委員協議会〒221-0844 横浜市神奈川区沢渡4-2 ☎045-311-1427 5045-314-3472 ホームページ：http：//www.kmjk.jp/
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－広げよう  地域に根ざした  思いやり－

民児協だより
神奈川県

まなざし
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収  入  の  部 支  出  の  部

1. 会費 72.86％
1. 運営費
　 34.49％

2. 補助金
    24.52％

2. 育成事業費
    57.44％

3. 互助事業費
    7.64％

4. 積立金
    0.41％

5. 予備費
0.02％3. 諸収入

    0.10％

4. 積立金取崩収入
    0.00％

5. 繰入金 0.02％

40,004 千円
（前年予算との比較：3,950千円減）

40,004 千円

6. 繰越金
    2.50％

補 助 金 9,808千円
　　 県補助金 4,177千円
　　 横須賀市 965千円
　　 全国互助 3,884千円
　  県 社 協 782千円

会　費 29,146千円

運 営 費  13,794千円
役員会費（理事会、総会等）
負 担 金（互助、全民児連会費等）
需 要 費（消耗品、印刷費等）

育成事業費   22,980千円
研 修 会 費（研修経費）
調査広報費（委員会、広報紙）
地域福祉活動費（助成）

互助事業費  3,055千円
県単互助事業費
全国互助事業費

積立金  165千円
退任記念品積立金
一斉改選積立金
運用準備積立金

第122号 平成27年6月15日県民児協だより

１ 運 営 費  13,794,000円 （対前年度比3,505,000円減）

２ 育成事業費  22,980,000円 （対前年度比485,000円減）

３ 互助事業費  3,055,000円 ( 対前年度比930,000円減 )

４ 積 立 金  165,000円 （対前年度比増減なし）

５ 予 備 費  10,000円 （増減なし）
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浅
野
さ
ん

　

相
手
の
お
話
を
よ
く
聴
く
こ
と
、
自

分
の
話
よ
り
も
、
傾
聴
に
徹
し
ま
し
た
。

少
し
ず
つ
、
顔
見
知
り
の
関
係
に
な
り
、

空
気
の
よ
う
に
、
自
然
に
挨
拶
や
話
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
輩
た
ち
の
よ
う
な
活
動
は

で
き
な
く
て
も
、
周
り
へ
の
『
気
働

き
』
に
努
め
ま
し
た
。
何
か
自
分
が
で

き
る
こ
と
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
、
例
え

ば
、
研
修
会
等
に
積
極
的
に
参
加
し
て

勉
強
す
る
こ
と
等
も
、
大
切
な
活
動
だ

と
思
い
ま
す
。

　

経
験
を
重
ね
て
も
、
こ
の
よ
う
な
初

心
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

瀬
戸
さ
ん

　

私
は
、
地
域
の
な
か
で
、
「
お
は
よ

う
」
「
こ
ん
に
ち
は
」
な
ど
の
挨
拶
を
、

当
た
り
前
に
出
来
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
、
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

 

「
○
○
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
相
手
の
名
前
を
憶
え
て
、
笑
顔

で
挨
拶
し
て
い
る
と
、
お
互
い
の
心
の

距
離
が
縮
ま
り
、
自
然
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら

で
す
。

　

些
細
な
こ
と
の
よ
う
で
す
が
、
日
々

の
お
付
き
合
い
が
、
気
さ
く
な
人
↓
話

し
か
け
や
す
い
ひ
と
↓
相
談
し
や
す
い

人
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

金
子
さ
ん

　

こ
れ
ま
で
自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
活

動
経
験
が
あ
る
人
は
、
地
域
に
顔
な
じ

み
の
関
係
が
あ
る
の
で
す
が
、
地
域
の

活
動
も
初
め
て
と
い
う
人
は
、
『
顔
を

覚
え
て
も
ら
う
こ
と
』
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
そ
れ
が
経
験
の
浅
い
委
員
に
は
、

気
持
ち
の
上
で
、
負
担
に
な
り
ま
す
。

浅
野
さ
ん

 

「
悩
み
や
不
安
は
、
絶
対
に
一
人
で

抱
え
込
ま
な
い
。
困
っ
た
こ
と
は
、
会

長
や
仲
間
に
相
談
す
る
、
関
係
機
関
や

専
門
家
と
連
携
し
て
解
決
に
つ
な
げ

る
」
と
い
う
基
本
を
、
定
例
会
の
機
会

等
で
繰
り
返
し
確
認
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

以
前
の
こ
と
で
す
が
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
が
亡
く
な
り
、
「
孤
独
死
」

「
周
囲
は
気
づ
か
な
か
っ
た
の
か
」
な

ど
報
道
さ
れ
、
地
域
の
見
守
り
役
と
し

て
、
委
員
た
ち
は
辛
い
思
い
を
し
ま
し

た
。

　

そ
の
時
、
民
児
協
の
定
例
会
で
「
そ

れ
は
、
民
生
委
員
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
。
自
分
を
責
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
話
し
、
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

　 　

地
域
で
誰
と
で
も
笑
顔
で
挨
拶
が
交

わ
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
の
負
担
感

は
グ
ッ
と
薄
ら
ぎ
ま
す
。

座
談
会 

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
に
む
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
未
来
に
つ
な
ぐ
活
動
へ
〜

浅野朝子さん（写真中）県民児協会長・藤沢市民児協会長
金子直勝さん（写真左）総合企画委員長・大和市民児協会長
瀬戸昌子さん（写真右）広報委員長・小田原市足柄地区民児協会長

浅野  朝子さん
昭和58年12月１日委嘱
委員活動は大変なこともありま
すが、それ以上にやりがいがあり
ます。

県民児協で実施している事業の
一部を写真で紹介します

写真でみる県民児協事業
（平成26年度）

新
任
委
員
の
当
時
を
ふ
り
か
え
っ
て

委
員
活
動
を
続
け
る
コ
ツ
①

『
悩
み
は
ひ
と
り
で
抱
え
な
い
』

特集1

１ 会　費  29,146,000円 （対前年度比247,000円の増）

２ 補助金  9,808,000円 （対前年度比2,187,000円の減）

３ 諸収入  40,000円 （対前年度比10,000円減）

4 積立金取崩  0 円 （取崩収入なし）

5 繰入金  10,000円 （増減なし）

6 繰越金  1,000,000円 （前年度繰越金）

▲通信員連絡会（3月）

▲県民児協だより取材（通年）

▲関東ブロック民生委員児童委員研究協議会（6月）

写真でみる県民児協事業

広報紙、印刷物（通年）▲

▲共催研修事業（11月～3月）

▲新任地区会長研修会（7月～9月）

▲児童委員・主任児童委員活動推進会議（2月）

▲市町村会長研修会（10月）

　

全
国
一
斉
改
選
よ
り
、
１
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。
新
任
の
民
生
委
員
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
（
以
下
、
委
員
）
に
と
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
１
期
目

の
折
り
返
し
地
点
に
な
り
ま
す
。
定
例
会
や
研
修
会
等
に
出
席
し
、
訪
問
調
査
等
を
経
験
し
た
り
、
個
別
支
援
等
に
も
か
か
わ
り
、
委
員
活
動
の
雰
囲

気
に
慣
れ
て
き
た
一
方
で
、
悩
み
や
疑
問
に
思
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、今
回
は
民
児
協
の
リ
ー
ダ
ー
役
を
担
う
先
輩
委
員
た
ち
に
、新
任
委
員
だ
っ
た
頃
な
ど
を
振
り
返
り
、委
員
活
動
へ
の
思
い
や
本
音
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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、

金
子
さ
ん

　

私
も
新
任
委
員
の
頃
に
、
担
当
す
る

方
が
お
亡
く
な
り
、
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク

で
し
た
。
で
す
か
ら
、
同
様
な
ケ
ー
ス

が
あ
れ
ば
、
何
は
と
も
か
く
飛
ん
で
い

き
、
「
誰
の
責
任
で
も
な
い
」
と
フ
ォ

金
子
さ
ん

　

新
任
委
員
の
頃
は
、
「
何
か
あ
っ
た

ら
ど
う
し
よ
う
」
と
い
う
目
に
見
え
な

い
不
安
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
地
区
社

協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
つ
な
が
り

が
で
き
る
と
情
報
は
入
っ
て
く
る
よ
」

「
何
か
あ
っ
て
も
助
け
合
え
る
」
等
の

経
験
談
や
情
報
が
、
個
々
の
委
員
の
悩

み
を
解
消
し
、
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ロ
ー
し
ま
す
。

　

シ
ョ
ッ
ク
か
ら
立
ち
直
る
に
は
、
同

じ
よ
う
な
体
験
を
し
た
仲
間
か
ら
話
を

聞
く
こ
と
が
、
何
よ
り
心
の
支
え
と
な

り
ま
す
。

◎
会
務
の
運
営

　

本
会
事
業
の
企
画
・
運
営
（
正
副
会

長
会
議
、
常
任
理
事
会
、
理
事
会
、
監

事
会
）
。

　

事
業
計
画
・
予
算
や
事
業
報
告
・
決

算
な
ど
の
審
議
・
議
決
（
総
会
）
。

◎
専
門
委
員
会
の
開
催

　

総
合
企
画
委
員
会
で
は
、
活
動
強
化

方
策
の
策
定
に
向
け
て
調
査
実
施
、
事

業
運
営
の
課
題
検
討
を
行
な
い
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
は
機
関
紙
の
企
画
・
編

集
、
通
信
員
連
絡
会
を
行
い
ま
す
。

◎
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

　

児
童
相
談
所
長
と
の
連
絡
調
整
会
議
、

県
担
当
課
と
の
懇
談
会
の
開
催
。

◎
互
助
共
励
事
業
の
実
施

　

会
員
の
傷
病
時
の
見
舞
金
や
委
員
本

人
・
配
偶
者
死
亡
時
の
弔
慰
金
給
付
、

退
任
記
念
品
の
贈
呈
。

◎
補
助
・
助
成
事
業
の
実
施

 

「
地
域
福
祉
活
動
促
進
費
」
を
全
市

町
村
に
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
事
業
を

行
な
う
市
町
村･

地
区
民
児
協
に
「
活

動
推
進
事
業
」
助
成
金
を
交
付
。
ま
た
、

ブ
ロ
ッ
ク
別
活
動
助
成
、
指
定
地
区
民

児
協
へ
の
事
業
費
助
成
、
活
動
保
険
掛

金
助
成
。

◎ 

児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
活
動
推

進
会
議
の
企
画･

開
催

　

児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
を
対
象

に
活
動
推
進
会
議
を
開
催
。
ま
た
、
実

行
委
員
会
を
設
置
、
児
童
委
員
・
主
任

児
童
委
員
連
絡
会
議
を
開
催
。

◎
情
報
提
供
の
強
化

「
県
民
児
協
だ
よ
り
」
の
発
行
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
活
動
の
Ｐ
Ｒ
の
実
施
。
広

報
啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
。

◎
研
修
会
の
開
催

本
会
主
催
研
修
事
業

①
市
町
村
会
長
研
修
会
②
地
区
会
長
研

修
会
③
課
題
別
集
中
講
座
④
児
童
委

員
・
主
任
児
童
委
員
活
動
推
進
会
議

（
再
掲
）

県
社
協
と
の
共
催
研
修
事
業

①
新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会
②

民
生
委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
③
民
生
委
員

テ
ー
マ
別
研
修

◎
全
国
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
等
へ
の
参
加

①
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
②
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動

研
究
協
議
会
③
全
国
主
任
児
童
委
員
研

修
会
④
民
生
委
員
児
童
委
員
の
た
め
の

相
談
技
法
研
修
会
⑤
民
生
委
員
・
児
童

委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
⑥
全
国
児
童
委

員
研
究
協
議
会
⑦
全
国
民
生
委
員
指
導

者
研
修
会

委
員
活
動
を
続
け
る
コ
ツ
②

『
経
験
か
ら
学
び
あ
う
』

委
員
活
動
を
続
け
る
コ
ツ
③

『
自
分
の
時
間
も
大
切
に
』

民
生
委
員
の

「
や
り
が
い
」
「
な
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
」

瀬
戸
さ
ん

　

自
分
が
経
験
し
た
失
敗
も
、
新
任
委

員
な
ど
に
積
極
的
に
話
し
て
い
ま
す
。

　

失
敗
し
た
経
験
か
ら
学
び
合
う
こ
と

は
、
と
て
も
良
い
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　

上
手
く
い
っ
た
事
例
よ
り
も
、
失
敗

し
た
事
例
の
方
が
「
も
っ
と
聞
き
た

い
」
と
質
問
が
た
く
さ
ん
出
ま
す
。

　

例
え
ば
、
相
手
の
た
め
と
思
っ
て
も
、

や
り
す
ぎ
は
家
族
か
ら
怒
ら
れ
る
、
何

で
も
背
負
い
す
ぎ
な
い
、
立
ち
入
り
す

ぎ
な
い
こ
と
の
見
極
め
、
専
門
機
関
に

上
手
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
等
。

瀬
戸
さ
ん

　

い
ろ
い
ろ
な
課
題
に
取
り
組
む
民
生

委
員
だ
か
ら
こ
そ
、
心
の
な
か
に
余
裕

を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
委
員
に
な
る
前
か
ら
楽
し

ん
で
い
た
趣
味
や
旅
行
な
ど
は
続
け
て
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
時
間
を
持
つ
こ
と
。

そ
れ
が
、
次
の
活
動
へ
の
活
力
に
も
な

り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
休
む
こ
と
も
、

委
員
活
動
を
続
け
る
た
め
に
大
切
な
こ

と
で
す
。

浅
野
さ
ん

　

民
生
委
員
活
動
は
、
大
変
な
仕
事
で

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
「
や
り

が
い
」
や
「
楽
し
さ
」
が
あ
り
ま
す
。

行
政
か
ら
の
依
頼
事
や
、
住
民
と
専
門

機
関
へ
の
パ
イ
プ
役
等
、
地
味
な
活
動

で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
の
心
に
触
れ
、

誠
実
に
務
め
る
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

で
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
た
く
さ
ん
知
り
合
い

が
で
き
て
、
関
係
機
関
・
団
体
を
は
じ

め
、
仲
間
た
ち
み
ん
な
の
力
で
『
地
域

を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
る
』
と
い
う
誇

り
は
、
民
生
委
員
に
な
ら
な
け
れ
ば
得

ら
れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

瀬
戸
さ
ん

　

私
は
委
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
で
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
ら
れ
る

人
に
な
れ
た
と
思
い
ま
す
。
周
囲
か
ら

も
「
瀬
戸
さ
ん
は
変
わ
っ
た
ね
」
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

　

委
員
に
な
っ
て
、
「
あ
り
が
と
う
」

「
ご
め
ん
な
さ
い
」
等
、
相
手
を
気
遣

う
温
か
い
言
葉
を
自
分
か
ら
言
え
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
誰
と
で
も
仲
良

く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

逆
に
、
「
駄
目
」
等
の
冷
た
い
言
葉

は
、
相
手
の
心
を
閉
ざ
し
て
し
ま
い
ま

す
。

『
太
陽
と
北
風
』
の
物
語
の
よ
う
に
、

温
か
い
言
葉
を
発
し
続
け
る
と
、
地
域

が
温
か
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
家
庭
で

3つの重点目標

特集3

 

平成27年度 県民児協 事業計画・予算決まる
去る、3月30日（月）開催の平成26年度第2回総会において、平成27年度事業計画及び予算が

承認されました。紙面の関係から重点事業および主な事業についてご報告します。

１．民生委員児童委員活動のあり方の明確化（神奈川県版「活動強化方策」）
　  　第２期総合企画委員会の検討報告では、委員の「なり手不足」解消や「活動の継続」を促すために、委員
が活動しやすい環境づくりが必須であることが確認されました。この報告および全国民生委員児童委員連
合会が提唱する民生委員児童委員制度創設100周年に向けた「民生委員・児童委員活動強化方策」（平成
20～29年度）の流れを踏まえ、委員がいきいきと活動できるための環境づくりにむけて、さらなる検討を進
めていきます

２．民生委員児童委員活動の周知
　  　民生委員児童委員の活動しやすい環境づくりのために不可欠な、委員活動の正しい理解とＰＲを図るた
め、広報活動用のパンフレットの作成を行います。また、県民児協だよりを「見やすさ、読みやすさ、わかりや
すさ」の観点から全面刷新するとともに、ホームページを活用して周知に努めます。

３．民生委員児童委員の資質向上を目指した研修開催
　  　多様化・複雑化する住民ニーズに対応し、住民の立場に立って相談支援活動がなされるよう、個々の民生委
員児童委員の資質向上を体系的・効果的に図るための研修会を実施します。また、市町村、ブロックごとに実
施される研修会などとの役割分担を考慮するとともに、各委員が研修会に参加しやすい環境を整えます。

瀬戸  昌子さん
平成元年年12月１日委嘱
無理をしすぎないこと、地域の住
民との連携も大切です。

金子  直勝さん
平成16年12月1日委嘱
委員活動は三年目くらいから、楽
しさが見えてきます。ぜひ長く続
けてください。
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手話の普及等に関する計画の策定
　ろう者とろう者以外の者が相互にその人格と個性を尊
重し合いながら共生することのできる地域社会の実現
を目指し、手話の普及等に関する施策を推進するため、
神奈川県手話言語条例を制定し、平成27年４月１日に
施行しました。
　施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、今年

度、手話の普及等に
関する計画を策定す
る予定ですので、県
民の皆様はもとより、
民生委員・児童委員
の皆様のご意見をい
ただきますようお願い
いたします。また、手
話が県民運動として
広がっていくことを大

いに期待しておりますので、計画の推進にも御協力賜り
たいと存じます。

県地域福祉支援計画を改定
　社会情勢の変化や平成22年３月の計画策定後に施行
された制度に対応し、計画満了後も引き続き市町村の
地域福祉の推進を支援する必要があるため、平成27年
度を初年度とする新たな計画として改定しました。本県
の地域福祉の推進に、当課では、今後も全力で取り組
んでまいります。
　ともに生き支えあう地域社会づくりに向けて、地域福
祉の担い手の役割がますます重要なものとして期待さ
れております。今後とも民生委員・児童委員の皆様のさ
らなるお力添えを賜りますようお願いいたします。

文責：神奈川県保健福祉局
　　　　　　　　　　　　　　福祉部地域福祉課

　児童虐待や非行問題等、子どもたちを取り巻く環境は
大変厳しい状況にあります。今日、その背景の一つとし
て、「子どもの貧困」について、目が向けられています。
　現在、子どもの6人に1人が「相対的貧困」であり、特
に、母子家庭の子どもの貧困率は50％を超えています。
　そこで、本県では、27年3月、子どもたちが、自分の将
来に希望が持てる社会を目指して、「神奈川県子どもの
貧困対策推進計画」を策定しました。
　この計画では、特に生活困窮の懸念が高く、今後増
加が見込まれる母子世帯への支援に重点を置き、①教
育支援②生活支援③保護者への就労支援④経済的支

援の4つを施策の柱として、それぞれ具体的な取組みを
位置づけています。
　子どもの貧困には様 な々要因が考えられますが、子
どもの将来が生まれ育った環境に左右されないよう、
また、貧困が世代を超えて連鎖しないよう、県庁一丸と
なって、子どもの貧困対策を進めてまいります。民生委
員の皆様におかれましては、地域において支援を必要
とする家庭を把握された際には、行政窓口への橋渡し
等ついて、ご支援いただきますようお願いいたします。
　　　　　　　　  文責：神奈川県県民局

次世代育成部子ども家庭課

も
同
じ
だ
と
学
び
ま
し
た
。

金
子
さ
ん

　

民
生
委
員
活
動
は
人
の
た
め
で
は
な

く
、
自
分
の
た
め
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
民
生
委
員
児
童
委
員
信
条
を
、

読
み
返
す
た
び
に
、
そ
の
気
持
ち
は
強

く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
族
の
協
力
な
し
に
は
、
続

け
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

委
員
に
な
る
前
、
身
体
の
調
子
を
崩

し
、
家
族
は
私
の
身
を
案
じ
て
、
民
生

委
員
活
動
に
反
対
で
し
た
。

　

し
か
し
、
今
で
は
私
が
外
出
中
の
連

絡
や
伝
言
、
民
生
委
員
活
動
等
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
カ
レ
ン
ダ
ー
に
書
い
て
く

れ
た
り
、
い
つ
も
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。

何
か
あ
っ
た
時
、
駆
け
つ
け
ら
れ
る
の

は
、
理
解
あ
る
家
族
が
い
る
か
ら
で
す
。

浅
野
さ
ん

　

民
生
委
員
活
動
は
無
報
酬
で
す
が
、

そ
れ
に
か
わ
る
「
や
り
が
い
」
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
「
や
り
が
い
」
を
感

じ
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
、
今
の

時
代
に
あ
っ
た
民
生
委
員
制
度
や
支
え

る
仕
組
み
を
考
え
る
時
期
に
き
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
100
周
年
を
む
か
え
る
民
生

委
員
制
度
で
す
が
、
資
格
制
度
や
表
彰

制
度
な
ど
、
新
し
い
世
代
に
も
分
か
り

や
す
く
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
励
み
と

な
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

今
後
の
課
題
に
つ
い
て瀬

戸
さ
ん

　

私
は
自
分
た
ち
の
活
動
は
、
活
動
記

録
に
も
っ
と
記
録
し
て
く
だ
さ
い
と
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
一
人
ひ
と
り
の
活
動
内
容
、
時

間
を
ま
と
め
て
、
き
ち
ん
と
数
字
に
示

し
て
伝
え
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
委
員
個
人
で
負
担
す
る
お
金

に
つ
い
て
市
内
の
各
地
区
の
状
況
を
調

査
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
会
費
や
お

香
典
、
入
学
式
招
待
の
お
祝
い
等
。

　

主
婦
や
定
年
退
職
後
の
人
が
委
員
に

な
り
、
個
人
的
な
金
銭
負
担
が
重
い
と

「
気
持
ち
は
あ
っ
て
も
、
活
動
が
続
け

ら
れ
な
い
」
と
い
う
状
況
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
整
理
す
る
課
題
の
ひ
と
つ
だ

と
思
い
ま
す
。

金
子
さ
ん

「
難
し
そ
う
」
「
大
変
そ
う
」
な
ど
の

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
が
、
民
生

委
員
の
「
な
り
手
不
足
」
の
要
因
の
ひ

と
つ
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

も
っ
と
、
こ
の
座
談
会
の
よ
う
に
、

「
民
生
委
員
に
な
っ
て
良
か
っ
た
」
と

い
う
プ
ラ
ス
面
を
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
育
て
経
験
が
豊

富
な
女
性
層
、
勤
労
し
て
社
会
経
験
が

豊
富
な
男
性
層
、
さ
ら
に
は
若
い
人
に

も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
一
緒
に
み

ん
な
で
無
理
な
く
で
き
る
よ
う
に
、
仲

間
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
活
動
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
を
、
こ
れ
か
ら
は
考
え
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

　

委
員
Ｏ
Ｂ
も
含
め
て
、
地
域
全
体
で

民
生
委
員
活
動
を
応
援
し
て
も
ら
え
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
き
た
い
で
す
。（広報委員一同）

取材を終えて

神奈川県保健福祉局福祉部　地域福祉課の重点的な取り組み

神奈川県県民局次世代育成部　子ども家庭課の重点的な取り組み

特集2

 

　  

 
神奈川県における平成27年度重点的な取り組み

神奈川県子どもの貧困対策推進計画の詳細は
神奈川県のホームページでご覧になれます
http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f532231/

○ 普段の挨拶や「ありがとう」等の声掛けが、ひとをつなぐ大
切な活動であることを実感し、日々の活動を振り返る時間に
なりました。

○ 若い人に民生委員になってもらう、ボランティア休暇のよう
に職場で活動を応援してもらう等、勤労者の参加等も社会
に働きかけていく必要も感じました

○ 現場の声、困り事なども集めて、一人ひとりの委員の想いを
発信できる県民児協だよりにしたいと、リニューアルしまし
た。座談会の取材を通じて、委員としての想い、工夫、感謝、
課題等々を伺い、伝えたい想いを強くしました。

次世代育成部子ども家庭課
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手話の普及等に関する計画の策定
　ろう者とろう者以外の者が相互にその人格と個性を尊
重し合いながら共生することのできる地域社会の実現
を目指し、手話の普及等に関する施策を推進するため、
神奈川県手話言語条例を制定し、平成27年４月１日に
施行しました。
　施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、今年

度、手話の普及等に
関する計画を策定す
る予定ですので、県
民の皆様はもとより、
民生委員・児童委員
の皆様のご意見をい
ただきますようお願い
いたします。また、手
話が県民運動として
広がっていくことを大

いに期待しておりますので、計画の推進にも御協力賜り
たいと存じます。

県地域福祉支援計画を改定
　社会情勢の変化や平成22年３月の計画策定後に施行
された制度に対応し、計画満了後も引き続き市町村の
地域福祉の推進を支援する必要があるため、平成27年
度を初年度とする新たな計画として改定しました。本県
の地域福祉の推進に、当課では、今後も全力で取り組
んでまいります。
　ともに生き支えあう地域社会づくりに向けて、地域福
祉の担い手の役割がますます重要なものとして期待さ
れております。今後とも民生委員・児童委員の皆様のさ
らなるお力添えを賜りますようお願いいたします。

文責：神奈川県保健福祉局
　　　　　　　　　　　　　　福祉部地域福祉課

　児童虐待や非行問題等、子どもたちを取り巻く環境は
大変厳しい状況にあります。今日、その背景の一つとし
て、「子どもの貧困」について、目が向けられています。
　現在、子どもの6人に1人が「相対的貧困」であり、特
に、母子家庭の子どもの貧困率は50％を超えています。
　そこで、本県では、27年3月、子どもたちが、自分の将
来に希望が持てる社会を目指して、「神奈川県子どもの
貧困対策推進計画」を策定しました。
　この計画では、特に生活困窮の懸念が高く、今後増
加が見込まれる母子世帯への支援に重点を置き、①教
育支援②生活支援③保護者への就労支援④経済的支

援の4つを施策の柱として、それぞれ具体的な取組みを
位置づけています。
　子どもの貧困には様 な々要因が考えられますが、子
どもの将来が生まれ育った環境に左右されないよう、
また、貧困が世代を超えて連鎖しないよう、県庁一丸と
なって、子どもの貧困対策を進めてまいります。民生委
員の皆様におかれましては、地域において支援を必要
とする家庭を把握された際には、行政窓口への橋渡し
等ついて、ご支援いただきますようお願いいたします。
　　　　　　　　  文責：神奈川県県民局

次世代育成部子ども家庭課

も
同
じ
だ
と
学
び
ま
し
た
。

金
子
さ
ん

　

民
生
委
員
活
動
は
人
の
た
め
で
は
な

く
、
自
分
の
た
め
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
民
生
委
員
児
童
委
員
信
条
を
、

読
み
返
す
た
び
に
、
そ
の
気
持
ち
は
強

く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
族
の
協
力
な
し
に
は
、
続

け
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

委
員
に
な
る
前
、
身
体
の
調
子
を
崩

し
、
家
族
は
私
の
身
を
案
じ
て
、
民
生

委
員
活
動
に
反
対
で
し
た
。

　

し
か
し
、
今
で
は
私
が
外
出
中
の
連

絡
や
伝
言
、
民
生
委
員
活
動
等
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
カ
レ
ン
ダ
ー
に
書
い
て
く

れ
た
り
、
い
つ
も
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。

何
か
あ
っ
た
時
、
駆
け
つ
け
ら
れ
る
の

は
、
理
解
あ
る
家
族
が
い
る
か
ら
で
す
。

浅
野
さ
ん

　

民
生
委
員
活
動
は
無
報
酬
で
す
が
、

そ
れ
に
か
わ
る
「
や
り
が
い
」
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
「
や
り
が
い
」
を
感

じ
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
、
今
の

時
代
に
あ
っ
た
民
生
委
員
制
度
や
支
え

る
仕
組
み
を
考
え
る
時
期
に
き
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
100
周
年
を
む
か
え
る
民
生

委
員
制
度
で
す
が
、
資
格
制
度
や
表
彰

制
度
な
ど
、
新
し
い
世
代
に
も
分
か
り

や
す
く
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
励
み
と

な
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

今
後
の
課
題
に
つ
い
て瀬

戸
さ
ん

　

私
は
自
分
た
ち
の
活
動
は
、
活
動
記

録
に
も
っ
と
記
録
し
て
く
だ
さ
い
と
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
一
人
ひ
と
り
の
活
動
内
容
、
時

間
を
ま
と
め
て
、
き
ち
ん
と
数
字
に
示

し
て
伝
え
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
委
員
個
人
で
負
担
す
る
お
金

に
つ
い
て
市
内
の
各
地
区
の
状
況
を
調

査
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
会
費
や
お

香
典
、
入
学
式
招
待
の
お
祝
い
等
。

　

主
婦
や
定
年
退
職
後
の
人
が
委
員
に

な
り
、
個
人
的
な
金
銭
負
担
が
重
い
と

「
気
持
ち
は
あ
っ
て
も
、
活
動
が
続
け

ら
れ
な
い
」
と
い
う
状
況
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
整
理
す
る
課
題
の
ひ
と
つ
だ

と
思
い
ま
す
。

金
子
さ
ん

「
難
し
そ
う
」
「
大
変
そ
う
」
な
ど
の

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
が
、
民
生

委
員
の
「
な
り
手
不
足
」
の
要
因
の
ひ

と
つ
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

も
っ
と
、
こ
の
座
談
会
の
よ
う
に
、

「
民
生
委
員
に
な
っ
て
良
か
っ
た
」
と

い
う
プ
ラ
ス
面
を
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
育
て
経
験
が
豊

富
な
女
性
層
、
勤
労
し
て
社
会
経
験
が

豊
富
な
男
性
層
、
さ
ら
に
は
若
い
人
に

も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
一
緒
に
み

ん
な
で
無
理
な
く
で
き
る
よ
う
に
、
仲

間
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
活
動
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
を
、
こ
れ
か
ら
は
考
え
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

　

委
員
Ｏ
Ｂ
も
含
め
て
、
地
域
全
体
で

民
生
委
員
活
動
を
応
援
し
て
も
ら
え
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
き
た
い
で
す
。（広報委員一同）

取材を終えて

神奈川県保健福祉局福祉部　地域福祉課の重点的な取り組み

神奈川県県民局次世代育成部　子ども家庭課の重点的な取り組み

特集2

 

　  

 
神奈川県における平成27年度重点的な取り組み

神奈川県子どもの貧困対策推進計画の詳細は
神奈川県のホームページでご覧になれます
http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f532231/

○ 普段の挨拶や「ありがとう」等の声掛けが、ひとをつなぐ大
切な活動であることを実感し、日々の活動を振り返る時間に
なりました。

○ 若い人に民生委員になってもらう、ボランティア休暇のよう
に職場で活動を応援してもらう等、勤労者の参加等も社会
に働きかけていく必要も感じました

○ 現場の声、困り事なども集めて、一人ひとりの委員の想いを
発信できる県民児協だよりにしたいと、リニューアルしまし
た。座談会の取材を通じて、委員としての想い、工夫、感謝、
課題等々を伺い、伝えたい想いを強くしました。

次世代育成部子ども家庭課
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3

、

金
子
さ
ん

　

私
も
新
任
委
員
の
頃
に
、
担
当
す
る

方
が
お
亡
く
な
り
、
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク

で
し
た
。
で
す
か
ら
、
同
様
な
ケ
ー
ス

が
あ
れ
ば
、
何
は
と
も
か
く
飛
ん
で
い

き
、
「
誰
の
責
任
で
も
な
い
」
と
フ
ォ

金
子
さ
ん

　

新
任
委
員
の
頃
は
、
「
何
か
あ
っ
た

ら
ど
う
し
よ
う
」
と
い
う
目
に
見
え
な

い
不
安
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
地
区
社

協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
つ
な
が
り

が
で
き
る
と
情
報
は
入
っ
て
く
る
よ
」

「
何
か
あ
っ
て
も
助
け
合
え
る
」
等
の

経
験
談
や
情
報
が
、
個
々
の
委
員
の
悩

み
を
解
消
し
、
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ロ
ー
し
ま
す
。

　

シ
ョ
ッ
ク
か
ら
立
ち
直
る
に
は
、
同

じ
よ
う
な
体
験
を
し
た
仲
間
か
ら
話
を

聞
く
こ
と
が
、
何
よ
り
心
の
支
え
と
な

り
ま
す
。

◎
会
務
の
運
営

　

本
会
事
業
の
企
画
・
運
営
（
正
副
会

長
会
議
、
常
任
理
事
会
、
理
事
会
、
監

事
会
）
。

　

事
業
計
画
・
予
算
や
事
業
報
告
・
決

算
な
ど
の
審
議
・
議
決
（
総
会
）
。

◎
専
門
委
員
会
の
開
催

　

総
合
企
画
委
員
会
で
は
、
活
動
強
化

方
策
の
策
定
に
向
け
て
調
査
実
施
、
事

業
運
営
の
課
題
検
討
を
行
な
い
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
は
機
関
紙
の
企
画
・
編

集
、
通
信
員
連
絡
会
を
行
い
ま
す
。

◎
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

　

児
童
相
談
所
長
と
の
連
絡
調
整
会
議
、

県
担
当
課
と
の
懇
談
会
の
開
催
。

◎
互
助
共
励
事
業
の
実
施

　

会
員
の
傷
病
時
の
見
舞
金
や
委
員
本

人
・
配
偶
者
死
亡
時
の
弔
慰
金
給
付
、

退
任
記
念
品
の
贈
呈
。

◎
補
助
・
助
成
事
業
の
実
施

 

「
地
域
福
祉
活
動
促
進
費
」
を
全
市

町
村
に
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
事
業
を

行
な
う
市
町
村･

地
区
民
児
協
に
「
活

動
推
進
事
業
」
助
成
金
を
交
付
。
ま
た
、

ブ
ロ
ッ
ク
別
活
動
助
成
、
指
定
地
区
民

児
協
へ
の
事
業
費
助
成
、
活
動
保
険
掛

金
助
成
。

◎ 

児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
活
動
推

進
会
議
の
企
画･
開
催

　

児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
を
対
象

に
活
動
推
進
会
議
を
開
催
。
ま
た
、
実

行
委
員
会
を
設
置
、
児
童
委
員
・
主
任

児
童
委
員
連
絡
会
議
を
開
催
。

◎
情
報
提
供
の
強
化

「
県
民
児
協
だ
よ
り
」
の
発
行
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
活
動
の
Ｐ
Ｒ
の
実
施
。
広

報
啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
。

◎
研
修
会
の
開
催

本
会
主
催
研
修
事
業

①
市
町
村
会
長
研
修
会
②
地
区
会
長
研

修
会
③
課
題
別
集
中
講
座
④
児
童
委

員
・
主
任
児
童
委
員
活
動
推
進
会
議

（
再
掲
）

県
社
協
と
の
共
催
研
修
事
業

①
新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会
②

民
生
委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
③
民
生
委
員

テ
ー
マ
別
研
修

◎
全
国
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
等
へ
の
参
加

①
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
②
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動

研
究
協
議
会
③
全
国
主
任
児
童
委
員
研

修
会
④
民
生
委
員
児
童
委
員
の
た
め
の

相
談
技
法
研
修
会
⑤
民
生
委
員
・
児
童

委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
⑥
全
国
児
童
委

員
研
究
協
議
会
⑦
全
国
民
生
委
員
指
導

者
研
修
会

委
員
活
動
を
続
け
る
コ
ツ
②

『
経
験
か
ら
学
び
あ
う
』

委
員
活
動
を
続
け
る
コ
ツ
③

『
自
分
の
時
間
も
大
切
に
』

民
生
委
員
の

「
や
り
が
い
」
「
な
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
」

瀬
戸
さ
ん

　

自
分
が
経
験
し
た
失
敗
も
、
新
任
委

員
な
ど
に
積
極
的
に
話
し
て
い
ま
す
。

　

失
敗
し
た
経
験
か
ら
学
び
合
う
こ
と

は
、
と
て
も
良
い
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　

上
手
く
い
っ
た
事
例
よ
り
も
、
失
敗

し
た
事
例
の
方
が
「
も
っ
と
聞
き
た

い
」
と
質
問
が
た
く
さ
ん
出
ま
す
。

　

例
え
ば
、
相
手
の
た
め
と
思
っ
て
も
、

や
り
す
ぎ
は
家
族
か
ら
怒
ら
れ
る
、
何

で
も
背
負
い
す
ぎ
な
い
、
立
ち
入
り
す

ぎ
な
い
こ
と
の
見
極
め
、
専
門
機
関
に

上
手
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
等
。

瀬
戸
さ
ん

　

い
ろ
い
ろ
な
課
題
に
取
り
組
む
民
生

委
員
だ
か
ら
こ
そ
、
心
の
な
か
に
余
裕

を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
委
員
に
な
る
前
か
ら
楽
し

ん
で
い
た
趣
味
や
旅
行
な
ど
は
続
け
て
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
時
間
を
持
つ
こ
と
。

そ
れ
が
、
次
の
活
動
へ
の
活
力
に
も
な

り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
休
む
こ
と
も
、

委
員
活
動
を
続
け
る
た
め
に
大
切
な
こ

と
で
す
。

浅
野
さ
ん

　

民
生
委
員
活
動
は
、
大
変
な
仕
事
で

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
「
や
り

が
い
」
や
「
楽
し
さ
」
が
あ
り
ま
す
。

行
政
か
ら
の
依
頼
事
や
、
住
民
と
専
門

機
関
へ
の
パ
イ
プ
役
等
、
地
味
な
活
動

で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
の
心
に
触
れ
、

誠
実
に
務
め
る
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

で
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
た
く
さ
ん
知
り
合
い

が
で
き
て
、
関
係
機
関
・
団
体
を
は
じ

め
、
仲
間
た
ち
み
ん
な
の
力
で
『
地
域

を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
る
』
と
い
う
誇

り
は
、
民
生
委
員
に
な
ら
な
け
れ
ば
得

ら
れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

瀬
戸
さ
ん

　

私
は
委
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
で
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
ら
れ
る

人
に
な
れ
た
と
思
い
ま
す
。
周
囲
か
ら

も
「
瀬
戸
さ
ん
は
変
わ
っ
た
ね
」
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

　

委
員
に
な
っ
て
、
「
あ
り
が
と
う
」

「
ご
め
ん
な
さ
い
」
等
、
相
手
を
気
遣

う
温
か
い
言
葉
を
自
分
か
ら
言
え
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
誰
と
で
も
仲
良

く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

逆
に
、
「
駄
目
」
等
の
冷
た
い
言
葉

は
、
相
手
の
心
を
閉
ざ
し
て
し
ま
い
ま

す
。

『
太
陽
と
北
風
』
の
物
語
の
よ
う
に
、

温
か
い
言
葉
を
発
し
続
け
る
と
、
地
域

が
温
か
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
家
庭
で

3つの重点目標

特集3

 

平成27年度 県民児協 事業計画・予算決まる
去る、3月30日（月）開催の平成26年度第2回総会において、平成27年度事業計画及び予算が

承認されました。紙面の関係から重点事業および主な事業についてご報告します。

１．民生委員児童委員活動のあり方の明確化（神奈川県版「活動強化方策」）
　  　第２期総合企画委員会の検討報告では、委員の「なり手不足」解消や「活動の継続」を促すために、委員
が活動しやすい環境づくりが必須であることが確認されました。この報告および全国民生委員児童委員連
合会が提唱する民生委員児童委員制度創設100周年に向けた「民生委員・児童委員活動強化方策」（平成
20～29年度）の流れを踏まえ、委員がいきいきと活動できるための環境づくりにむけて、さらなる検討を進
めていきます

２．民生委員児童委員活動の周知
　  　民生委員児童委員の活動しやすい環境づくりのために不可欠な、委員活動の正しい理解とＰＲを図るた
め、広報活動用のパンフレットの作成を行います。また、県民児協だよりを「見やすさ、読みやすさ、わかりや
すさ」の観点から全面刷新するとともに、ホームページを活用して周知に努めます。

３．民生委員児童委員の資質向上を目指した研修開催
　  　多様化・複雑化する住民ニーズに対応し、住民の立場に立って相談支援活動がなされるよう、個々の民生委
員児童委員の資質向上を体系的・効果的に図るための研修会を実施します。また、市町村、ブロックごとに実
施される研修会などとの役割分担を考慮するとともに、各委員が研修会に参加しやすい環境を整えます。

瀬戸  昌子さん
平成元年年12月１日委嘱
無理をしすぎないこと、地域の住
民との連携も大切です。

金子  直勝さん
平成16年12月1日委嘱
委員活動は三年目くらいから、楽
しさが見えてきます。ぜひ長く続
けてください。
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収  入  の  部 支  出  の  部

1. 会費 72.86％
1. 運営費
　 34.49％

2. 補助金
    24.52％

2. 育成事業費
    57.44％

3. 互助事業費
    7.64％

4. 積立金
    0.41％

5. 予備費
0.02％3. 諸収入

    0.10％

4. 積立金取崩収入
    0.00％

5. 繰入金 0.02％

40,004 千円
（前年予算との比較：3,950千円減）

40,004 千円

6. 繰越金
    2.50％

補 助 金 9,808千円
　　 県補助金 4,177千円
　　 横須賀市 965千円
　　 全国互助 3,884千円
　  県 社 協 782千円

会　費 29,146千円

運 営 費  13,794千円
役員会費（理事会、総会等）
負 担 金（互助、全民児連会費等）
需 要 費（消耗品、印刷費等）

育成事業費   22,980千円
研 修 会 費（研修経費）
調査広報費（委員会、広報紙）
地域福祉活動費（助成）

互助事業費  3,055千円
県単互助事業費
全国互助事業費

積立金  165千円
退任記念品積立金
一斉改選積立金
運用準備積立金

第122号 平成27年6月15日県民児協だより

１ 運 営 費  13,794,000円 （対前年度比3,505,000円減）

２ 育成事業費  22,980,000円 （対前年度比485,000円減）

３ 互助事業費  3,055,000円 ( 対前年度比930,000円減 )

４ 積 立 金  165,000円 （対前年度比増減なし）

５ 予 備 費  10,000円 （増減なし）
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浅
野
さ
ん

　

相
手
の
お
話
を
よ
く
聴
く
こ
と
、
自

分
の
話
よ
り
も
、
傾
聴
に
徹
し
ま
し
た
。

少
し
ず
つ
、
顔
見
知
り
の
関
係
に
な
り
、

空
気
の
よ
う
に
、
自
然
に
挨
拶
や
話
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
輩
た
ち
の
よ
う
な
活
動
は

で
き
な
く
て
も
、
周
り
へ
の
『
気
働

き
』
に
努
め
ま
し
た
。
何
か
自
分
が
で

き
る
こ
と
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
、
例
え

ば
、
研
修
会
等
に
積
極
的
に
参
加
し
て

勉
強
す
る
こ
と
等
も
、
大
切
な
活
動
だ

と
思
い
ま
す
。

　

経
験
を
重
ね
て
も
、
こ
の
よ
う
な
初

心
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

瀬
戸
さ
ん

　

私
は
、
地
域
の
な
か
で
、
「
お
は
よ

う
」
「
こ
ん
に
ち
は
」
な
ど
の
挨
拶
を
、

当
た
り
前
に
出
来
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
、
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

 

「
○
○
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
相
手
の
名
前
を
憶
え
て
、
笑
顔

で
挨
拶
し
て
い
る
と
、
お
互
い
の
心
の

距
離
が
縮
ま
り
、
自
然
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら

で
す
。

　

些
細
な
こ
と
の
よ
う
で
す
が
、
日
々

の
お
付
き
合
い
が
、
気
さ
く
な
人
↓
話

し
か
け
や
す
い
ひ
と
↓
相
談
し
や
す
い

人
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

金
子
さ
ん

　

こ
れ
ま
で
自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
活

動
経
験
が
あ
る
人
は
、
地
域
に
顔
な
じ

み
の
関
係
が
あ
る
の
で
す
が
、
地
域
の

活
動
も
初
め
て
と
い
う
人
は
、
『
顔
を

覚
え
て
も
ら
う
こ
と
』
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
そ
れ
が
経
験
の
浅
い
委
員
に
は
、

気
持
ち
の
上
で
、
負
担
に
な
り
ま
す
。

浅
野
さ
ん

 

「
悩
み
や
不
安
は
、
絶
対
に
一
人
で

抱
え
込
ま
な
い
。
困
っ
た
こ
と
は
、
会

長
や
仲
間
に
相
談
す
る
、
関
係
機
関
や

専
門
家
と
連
携
し
て
解
決
に
つ
な
げ

る
」
と
い
う
基
本
を
、
定
例
会
の
機
会

等
で
繰
り
返
し
確
認
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

以
前
の
こ
と
で
す
が
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
が
亡
く
な
り
、
「
孤
独
死
」

「
周
囲
は
気
づ
か
な
か
っ
た
の
か
」
な

ど
報
道
さ
れ
、
地
域
の
見
守
り
役
と
し

て
、
委
員
た
ち
は
辛
い
思
い
を
し
ま
し

た
。

　

そ
の
時
、
民
児
協
の
定
例
会
で
「
そ

れ
は
、
民
生
委
員
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
。
自
分
を
責
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
話
し
、
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

　 　

地
域
で
誰
と
で
も
笑
顔
で
挨
拶
が
交

わ
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
の
負
担
感

は
グ
ッ
と
薄
ら
ぎ
ま
す
。

座
談
会 

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
に
む
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
未
来
に
つ
な
ぐ
活
動
へ
〜

浅野朝子さん（写真中）県民児協会長・藤沢市民児協会長
金子直勝さん（写真左）総合企画委員長・大和市民児協会長
瀬戸昌子さん（写真右）広報委員長・小田原市足柄地区民児協会長

浅野  朝子さん
昭和58年12月１日委嘱
委員活動は大変なこともありま
すが、それ以上にやりがいがあり
ます。

県民児協で実施している事業の
一部を写真で紹介します

写真でみる県民児協事業
（平成26年度）

新
任
委
員
の
当
時
を
ふ
り
か
え
っ
て

委
員
活
動
を
続
け
る
コ
ツ
①

『
悩
み
は
ひ
と
り
で
抱
え
な
い
』

特集1

１ 会　費  29,146,000円 （対前年度比247,000円の増）

２ 補助金  9,808,000円 （対前年度比2,187,000円の減）

３ 諸収入  40,000円 （対前年度比10,000円減）

4 積立金取崩  0 円 （取崩収入なし）

5 繰入金  10,000円 （増減なし）

6 繰越金  1,000,000円 （前年度繰越金）

▲通信員連絡会（3月）

▲県民児協だより取材（通年）

▲関東ブロック民生委員児童委員研究協議会（6月）

写真でみる県民児協事業

広報紙、印刷物（通年）▲

▲共催研修事業（11月～3月）

▲新任地区会長研修会（7月～9月）

▲児童委員・主任児童委員活動推進会議（2月）

▲市町村会長研修会（10月）

　

全
国
一
斉
改
選
よ
り
、
１
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。
新
任
の
民
生
委
員
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
（
以
下
、
委
員
）
に
と
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
１
期
目

の
折
り
返
し
地
点
に
な
り
ま
す
。
定
例
会
や
研
修
会
等
に
出
席
し
、
訪
問
調
査
等
を
経
験
し
た
り
、
個
別
支
援
等
に
も
か
か
わ
り
、
委
員
活
動
の
雰
囲

気
に
慣
れ
て
き
た
一
方
で
、
悩
み
や
疑
問
に
思
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、今
回
は
民
児
協
の
リ
ー
ダ
ー
役
を
担
う
先
輩
委
員
た
ち
に
、新
任
委
員
だ
っ
た
頃
な
ど
を
振
り
返
り
、委
員
活
動
へ
の
思
い
や
本
音
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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　藤沢市民児協は、民児協の
委員相互の研究の場として、広
く識見の向上を計り、積極的な
活動を促すため、日頃の活動
に役立つ情報等を広報紙「藤
沢市民児協だより」として、昭
和54年12月の第1号発行以来、
これまで66号発行してきまし
た。
　現在、市内16地区推薦の男
性4名、女性12名の委員で、概
ね毎月1回編集委員会を開催。
表紙、特集、会議等、記事が一
目で分かり、読む人を引きつけ
る紙面構成となるよう、見出
し、記事のポイント、写真等を
編集し、印刷の完全版下となる
状態まで仕上げます。
　一昨年の第1回編集委員会以
降、12回を経て、一斉改選後初
の第1号（65号）を発行した時
は、編集委員全員が大きな達
成感に包まれました。
　現在、任期まであと2号の発
行に向けて引き続き取り組んで
います。
　また、編集委員会では、日頃
の事業の取り組み等に活発な
情報交換が行われており、地域
の活動に役立っていることと思
います。

　平成27年3月19日（木）、真
鶴町民センターにおいて、認知
症患者が徘徊したことを想定し
た徘徊SOSネットワーク模擬
訓練が行われました。
　真鶴町の人口は約7800人、
そのうち65歳以上の高齢者が
約2900人と県内で高齢化率1
位です。認知症患者が徘徊して
も、町民が見守り、事故なく家
族のもとへ戻れるように地域全
体で支え合うことを目的に、町
と県による県内初の訓練実施
でした。
　今回は赤いジャンパーを着た
３人の町職員が、認知症患者に
扮して町内を歩きました。
　あいにくの雨模様で、商店街
もひっそりとしていましたが、
訓練を知らせる町内放送を聞
いた商店の方、スーパーの駐車
場等で数名の声掛けがありま
した。約１時間の訓練で、町役
場への通報は６件、声掛けは15
件でした。
　今後へ向けて課題もあります
が、多くの人に関心を持ってい
ただき、私たち民生委員もさら
なる協力をしていきたいと思い
ます。

　大磯町では、「民生委員・児
童委員の日」活動強化週間に
合わせて2つの事業を行いまし
た。
　1つ目の事業として、平成24
年度より全委員で実施してい
る、75歳以上の高齢者宅への
個別訪問を行いました。
　今年は、いざという時に役立
つように、緊急時等の連絡先を
記載したリーフレットを民児協
で作成し、訪問時に配布しまし
た。実際に高齢者宅を訪問する
と、お元気で普段あまり関わり
のない方や、家族と同居の方の
近況も確認することができ、と
ても有意義な活動でした。
　2つ目の事業として、多くの
方に民生委員活動を知ってい
ただくために、地図に委員の顔
写真、氏名、活動内容等を記載
したパネルを作成し、今年は、
町役場に展示を行いました。多
くの方に見学していただき、民
生委員活動を知っていただく
良いきっかけになったと思いま
す。
　今後も活動強化週間に合わ
せて、継続的に事業を実施して
いきたいと考えています。

通 信 員 だ よ り

編集を楽しみ、
　　　学び、支えあい

「安心して徘徊できる
　 町づくり」をめざして

「民生委員・児童委員の日」
　活動強化週間の取り組み

通信員　木村　　裕 通信員　志田　澄枝 通信員　佐藤　昭男

楽しく明るい雰囲気の編集委員会 パネル展示の様子（役場1階ロビー）

赤いジャンパーを着た認知症患者役の職員に声がかけられる様子

藤　 沢　 市 真　 鶴　 町 大　 磯　 町

　座間市民児協では、地域に根差した活動に取り組
んでいます。
　座間市第一地区民児協では、40年前から地域の
「さくら祭り」に出店しています。今年は、開催地であ
る1.6Ｋｍの桜並木が老齢の染井吉野から64種の若
木に植え替わり、小さくも生き生きと芽吹いた花々が
私たちを迎えてくれました。私たちは、シンボルカラー

◆座談会　民生委員制度創設100周年にむけて ～未来につなぐ活動へ～
●神奈川県における平成27年度重点的な取り組み
●平成27年度 県民児協 事業計画・予算決まる

の白地に緑字のジャンパーを着て大勢の方 に々リーフ
レットを手渡しながら、民生委員活動を直接伝えるこ
とができました。
　新年度初めには、地区の民生委員が地域の自治会
長にご挨拶に伺い、自治会との連携を進めています。
地域に根差した地道な活動が多くの方の手助けにな
ると考えています。

（座間市民生委員児童委員協議会）

●発行日／平成27年6月15日　●発行人／会長　浅野 朝子　●編集人／広報委員会　●印刷所／有限会社横浜綜合印刷
●発行所／神奈川県民生委員児童委員協議会〒221-0844 横浜市神奈川区沢渡4-2 ☎045-311-1427 5045-314-3472 ホームページ：http：//www.kmjk.jp/
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－広げよう  地域に根ざした  思いやり－

民児協だより
神奈川県

まなざし


